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「
う
な
ぎ
上
り
」
の
季
節
だ
。
う
な
ぎ

上
り
と
い
う
慣
用
句
は
ウ
ナ
ギ
の
も
つ
生

態
（
強
さ
）
や
体
表
（
粘
液
）
か
ら
き
て

い
る
。
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
遠
く
マ
リ
ア
ナ

諸
島
の
海
域
で
生
ま
れ
潮
流
に
乗
っ
て
東

ア
ジ
ア
（
日
本
な
ど
）
に
や
っ
て
来
て
、

川
を
遡
上
し
て
ゆ
く
強

き
ょ
う
じ
ん
靭
さ
を
持
っ
て
い
る
。
も

う
１
つ
は
ウ
ナ
ギ
の
体
表
の
ヌ
ル
ヌ
ル
感
に
由
来

す
る
。
素
手
で
捕
ま
え
よ
う
と
し
て
も
指
の
間
か

ら
に
ょ
ろ
り
と
逃
げ
て

し
ま
う
。

　

落
語
の
「
素
人
鰻
」。

徳
川
幕
府
崩
壊
で
没
落
し
た
士
族
が
鰻
屋
を
開
業

し
た
も
の
の
所
詮
は
素
人
だ
。
店
主
の
奮
闘
劇
を

想
像
す
る
だ
け
で
身
体
が
上
へ
上
へ
と
せ
り
あ
が

る
。
話
術
と
所
作
に
ド
ー
パ
ミ
ン
が
大
噴
出
、
最

高
に
面
白
い
。

　
「
う
な
ぎ
上
り
」
と
は
「（
物
価
・
温
度
・
地
位

な
ど
が
）
見
る
見
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
の
ぼ
っ

て
い
く
こ
と
」
と
辞
書
に
あ
る
。
気
温
が
う
な
ぎ

上
り
で
熱
中
症
患
者
の
緊
急
搬
送
が
う
な
ぎ
上
り

だ
。
賃
金
の
上
昇
を
尻
目
に
物
価
上
昇
や
税
金
、

社
会
保
険
料
の
国
民
負
担
が
う
な
ぎ
上
り
。

　

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。「
ウ
ナ
ギ
の
稚

魚
価
格
、
半
値
に
／
日
本
・
中
国
で
漁
獲
増
」（
日

本
経
済
新
聞
６
月
12
日
付
）
と
報
道
さ
れ
た
が
、

今
夏
の
か
ば
焼
き
は
前
年
ま
で
に
捕
れ
た
稚
魚
の

た
め
安
く
な
る
の
は
来
年
で
あ
る
。

　

池
波
正
太
郎
著
の「
食
卓
の
情
景
」（
新
潮
文
庫
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
鰻
」
は
粋
で
お
も
し
ろ
い
。

い
つ
も
３
人
前
を
食
べ
る

Ｙ
さ
ん
は
な
ん
と
「
若
く

て
可
愛
ら
し
い
二
号
を
囲

っ
て
」
い
た
と
い
う
秘
話
。

　
「
土
用
の
丑う

し
に
鰻
」は
江
戸
中
期
の
平
賀
源
内
先

生
が
考
え
た
売
上
増
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
Ｅ
、
亜
鉛
な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
で
夏
バ
テ
予
防
に
う
な
ぎ
は
最
適
だ
。

　

外
は
パ
リ
ッ
と
、
内
は
ふ
っ
く
ら
と
、
う
な
ぎ
・

ウ
ナ
ギ
・
鰻
と
使
い
分
け
て
書
い
て
い
る
と
「
パ

ブ
ロ
フ
の
犬
」
に
な
っ
て
き
た
。
今
年
の
土
用
の

丑
の
日
は
７
月
19
日
と
31
日
で
あ
る
。

晴耕雨読

夏
バ
テ
予
防
に
う
な
ぎ

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中 7月

3日  ゲスト：寺田佳博さん、山﨑憲子さん
　　　 「『生駒山系 金剛山に咲く草花たち』出版に至るまで」
 （キャスター：小野元裕社長）

10日  ゲスト：伊坂光恵さん
　　　 「女性活躍×コト売り＝商売繁盛」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

17日  映画案内 「桐島です」
 （キャスター：小野元裕社長）

24日  「ちょっとほんわかする話」
 （キャスター：根岸健太郎記者）

31日  新刊案内「ウクライナの木造教会」
 （キャスター：小野元裕社長）

八
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車
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八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

　

焼
き
鳥
チ
ェ
ー
ン
「
鳥

貴
族
」
を
展
開
す
る
株
式

会
社
エ
タ
ー
ナ
ル
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
（
本

社
：
大
阪
市
中
央
区
淡
路

町
４
―
２
―
13
―
20
Ｆ
）

は
、
昭
和
60
年
創
業
の
上

場
企
業
だ
。
開
業
の
地
で

あ
る
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
俊
徳
道

駅
前
に
、
当
時
の
１
号
店

を
再
現
し
た
〝
復
刻
店
〞

を
期
間
限
定
で
復
活
開
業

し
た
。
既
に
報
道
各
社
に

よ
る
紹
介
も
あ
り
復
刻
店

は
注
目
を
集
め
て
い
る

が
、
そ
の
復
刻
店
の
２
階

に
鳥
貴
族
記
念
館
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

開
館
日
の
６
月
５
日
に

訪
れ
る
と
、
同
社
理
念
推

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

濵　

谷　

和　

也

平　

井　

良　

彦

由　

井　

直　

子

横　

田　

孝　

久

川　

端　

啓　

一

阪　

上　

義　

治

相
談
役

株
式
会
社
み
つ
や
建
設

東
大
阪
市
菱
江
１―
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北
野
喜
広

代
表
取
締
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https://www.3-arrow-c.com

野
田
金
属
工
業
株
式
会
社

       

東
大
阪
市
鴻
池
徳
庵
町
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８

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
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０
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６
７
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１
３
６
１

建
築
装
飾
金
物
制
作
・
六
米
長
尺
曲
げ
加
工
・
精
密
レ
ー
ザ
加
工

ス
テ
ン
レ
ス
ア
ー
ト
の
企
画
デ
ザ
イ
ン
制
作
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作

〒
578-
0977

住
ま
い
造
り
に
奉
仕
す
る

株
式
会
社
八
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ

ヤ
サ
カ

八

尾

市

桜

ヶ

丘

２

―
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０
７
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２
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４
４
６

神
丸　

豊

代
表
取
締
役

（
一
般
社
団
法
人
八
尾
市
住
宅
開
発
協
議
会
代
表
理
事
）

上
西
会
計
事
務
所

税
理
士
　

上
西　

知

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
１

企
業
労
務
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
　

菅
田  

徹
也

〒
577―

0802 

東
大
阪
市
小
阪
本
町
１―

１―

７ 

エ
フ
エ
ス
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

電
話 

０
６―

６
７
２
０―

４
６
０
２

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

美
容
室
ス
タ
ジ
オ
ア
ス
ク

有
限
会
社

東
大
阪
市
御
厨
南
２―

１―
 

45

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
７
８
９―

３
７
４
７

米
塚
利
勝

代
表

Ｙ
Ｋ
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
株
式
会
社

〒
553- 

0001 

大
阪
市
福
島
区
海
老
江
６―

６―　

16

TEL 

０
６―

６
４
５
２―

０
１
５
１
㈹　

FAX 

０
６―

６
４
５
２―

０
１
６
２　

横
山
利
治

代
表
取
締
役
社
長

□
本　
　
　
　

社

〒
143- 

0011 

東
京
都
太
田
区
大
森
本
町
２―

１―　

19

TEL 

０
３―

３
７
６
５―

６
６
２
１
㈹　

FAX 

０
３―

３
７
６
５―

６
６
０
３

□
東
京
営
業
所

〒
578- 

0957 

東
大
阪
市
本
庄
中
２―

２―　

24

TEL 

０
６―

６
７
４
７―

６
１
４
１
㈹　

FAX 

０
６―

６
７
４
７―

６
１
４
３

□
東
大
阪
営
業
所

〒
254- 

0076 

神
奈
川
県
平
塚
市
新
町
５―　

37

TEL 

０
４
６
３―

３
６―

７
６
６
１
㈹　

FAX 

０
４
６
３―

３
６―

７
６
６
４

□
平
塚
営
業
所

〒
553- 

0001 

大
阪
市
福
島
区
海
老
江
６―

５―

７

□
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

〒
553- 

0007 

大
阪
市
福
島
区
大
開
３―

３―　

20

TEL 

０
６―

６
４
６
６―

３
４
０
０
㈹　

FAX 

０
６―

６
４
６
６―

３
４
０
２　

□
第
１
サ
イ
ト

株
式
会
社
宮
田
運
輸

『
夢
』・『
感
動
』・『
喜
び
』を
お
届
け
し
ま
す

わ
れ
わ
れ
は
、人
を
育
て
、幸
せ
を
運
び
、

人
々
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
続
け
ま
す
。

宮
田
哲
治

代
表
取
締
役
社
長

宮
田
博
文

代
表
取
締
役
会
長

高
槻
市
大
字
原
１
８
８
９
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

６
８
８―

０
７
５
５

株
式
会
社

ス
ー
パ
ー
ホ
テ
ル

       

大
阪
市
西
区
西
本
町
１
―
７
―
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６
―
６
５
４
３
―
９
０
０
０

〒
550-
0005

会

　長

　山
本
梁
介

副
会
長

　山
本
晃
嘉

社

　長

　山
本
健
策

さ
く
ら
精
機
株
式
会
社

    

八
尾
市
楠
根
町
２
丁
目
61
番
地

Ｔ
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７
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４
１

〒
581-
0814 技

術
力
と
独
創
性
で
業
界
の
頂
点
へ

株
式
会
社
テ
ィ
ー
エ
ル
エ
ス

八
尾
市
太
田
新
町
７

―

25

髙
田
和
弘

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
４
８―

７
５
５
５

泉 

庵

コ
サ
カ
ノ
イ
エ

大
阪
府
東
大
阪
市
小
阪
本
町
１
―　
10
　―　
10

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
０
―
９
６
９
４
―
３
１
５
４

菅
原
伸
也

オ
ー
ナ
ー

〒
577-
0802

古
民
家 

民
泊
・
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

株
式
会
社
エ
タ
ー
ナ
ル

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ

大
阪
市
中
央
区
淡
路
町
４―

２―

　
13

　
　
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
御
堂
筋
ビ
ル　
20
　Ｆ

大
倉
忠
司

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
２
０
６―

０
８
０
８

（
旧
鳥
貴
族
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

セルフメイド 東大阪店
セルフ脱毛＆ホワイトニングサロン

東大阪市小阪本町２‒７‒26‒2Ｆ
ＴＥＬ 080‒9608‒2626
営業時間：10時～ 21時　定休日：なし

〒581-0812  八尾市山賀町 4-63
TEL 072-922-1681　FAX 072-923-4879

淀川橋梁を渡る近鉄車両（伝法駅－福駅間の阪神なんば線）

　

昨
年
３
月
、
近
鉄
・
阪

神
の
相
互
乗
り
入
れ
か
ら

15
年
を
迎
え
た
阪
神
な
ん

ば
線
。
大
阪
難
波
駅
（
大

阪
市
中
央
区
難
波
４
）
と

尼
崎
駅
（
兵
庫
県
尼
崎
市

東
美
園
町
93
）
を
結
ぶ
同

線
の
開
通
に
よ
り
阪
神
間

と
大
阪
市
西
南
部
の
往
き

来
が
容
易
と
な
り
、
近
鉄

沿
線
か
ら
阪
神
間
へ
、
阪

神
間
か
ら
近
畿
大
学
な
ど

大
阪
東
部
に
キ
ャ
ン
パ
ス

を
置
く
大
学
へ
の
通
学
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

出
願
者
増
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
ま
た
沿
線
に
は
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本
拠

地
・
甲
子
園
球
場
や
オ
リ

ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の

京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
が
あ

り
、
試
合
開
催
日
に
は
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
フ
ァ
ン

ら
で
賑
わ
う
。

　

現
在
同
線
で
は
２
０

３
２
年
の
完
成
に
向
け
た

高
架
化
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
工
事
区
間
は
千

鳥
橋
駅
（
大
阪
市
此
花

区
四
貫
島
１
）
―
出
来
島

駅
（
大
阪
市
西
淀
川
区
出

来
島
１
）
間
約
２
・
４
㎞

で
、
完
成
に
よ
っ
て
地
下

区
間
に
あ
る
大
阪
難
波
駅

―
西
九
条
駅
を
含
む
全
線

の
踏
み
切
り
が
解
消
さ
れ

る
他
、
伝
法
駅
（
大
阪
市

此
花
区
伝
法
３
）
―
福
駅

（
大
阪
市
西
淀
川
区
福
町

２
）
間
に
架
か
る
淀
川
橋

梁
が
約
７
ｍ
の
嵩か

さ

上
げ
と

な
る
。
同
橋き

ょ
う
り
ょ
う
梁
は
両
岸
の

堤
防
よ
り
低
い「
水
面
す

れ
す
れ
」の
鉄
道
橋
と
し

て
鉄
道
フ
ァ
ン
ら
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
た

が
、
高
架
化
に
よ
り
姿
を

消
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
大
規
模
災
害
に

備
え
た
強
固
な
橋
梁
に
生

ま
れ
変
わ
る
。（
三
谷
真
一
）

高架化工事進む

阪神なんば線

　

能
登
半
島
地
震
に
続

き
、
奥
能
登
豪
雨
で
家
屋

が
被
災
し
、
行
き
場
を
な

く
し
た
帯
や
着
物
類
約

５
、
５
０
０
着
を
、
Ｎ
Ｐ

О
法
人
日
本
き
も
の
文
化

振
興
会
（
金
沢
市
問
屋
町

２
―
30
）
が
引
き
取
っ

た
。
そ
の
後
、
篠
原
勉
理

事
長
と
神
楽
公
演
の
総
合

演
出
・
監
督
で
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
表

お
も
て

博ひ
ろ

耀あ
き
さ
ん
（
東

大
阪
市
在
住
）
ら
が
オ
ブ

ジ
ェ
制
作
を
企
画
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
中
か
ら
帯

50
本
を
使
用
し
、
６
０
０

以
上
の
パ
ー
ツ
を
縫
い
合

わ
せ
制
作
。
完
成
し
た
不

死
鳥
と
呼
ば
れ
る
「
鳳ほ

う

龍り
ゅ
う」
は
、
５
月
26
日
に
大

阪
・
関
西
万
博
の
会
場
内

に
あ
る
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
ホ
ー
ル

「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」
前

に
お
い
て
１
日
限
定
で
披

露
さ
れ
た
。

　

高
さ
３
メ
ー

ト
ル
、
幅
１
・

８
メ
ー
ト
ル
。

内
部
に
は
石
川

県
輪
島
市
の
倒

壊
家
屋
の
木
材

と
土
が
入
れ
ら

れ
、
神
社
で
祈

祷
も
さ
れ
復
興

へ
の
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い

る
。

　

縫
製
に
当

た
っ
た
の
は
香

川
県
の
装
飾
刺

繍
の
伝
統
工
芸

士
、
石
川
稔
さ

ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
制
作
過
程

で
出
る
ハ
ギ
レ
を
利
用
し

て
園
児
86
人
が
作
っ
た
心

温
ま
る
作
品
展
示
も
あ
っ

た
。

　

同
日
、「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ

ト
ホ
ー
ル
」
で
公
演
さ
れ

た
創
生
神
楽（
セ
イ
ビ
ア
）

は
大
盛
況
で
、
開
演
を
心

待
ち
に
す
る
多
く
の
人
が

行
列
を
な
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
外
部
展
示
さ
れ

て
い
る
オ
ブ
ジ
ェ
に
も
関

心
が
集
ま
り
、「
能
登
再

生
の
願
い
が
作
品
か
ら
感

じ
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
感

想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

オ
ブ
ジ
ェ
「
鳳
龍
」
は
、

太
陽
の
光
を
浴
び
て
不
死

鳥
の
よ
う
に
力
強
く
輝

き
、
彩
り
も
鮮
や
か
で
、

復
興
へ
の
希
望
が
強
く
感

じ
ら
れ
た
。（渡

辺
彩
智
子
）

進
部
の
中
西
秀
仁
部
長

（
47
）
と
小
山
田
舞
菜
さ

ん
（
33
）
が
出
迎
え
て
く

れ
た
。
言
わ
ば
、
館
長
と

副
館
長
だ
。

　

記
念
館
構
想
の
き
っ
か

け
は
、
創
業
者
で
あ
る
大

倉
忠
司
代
表
取
締
役
社
長

Ｃ
Ｅ
О
（
65
）
の
長
男
で

あ
り
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
大

倉
忠
義
さ
ん
（
40
）
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
だ
。
忠
義

さ
ん
と
鳥
貴
族
は
同
い

年
。
鳥
貴
族
の
創
業
の
年

に
、
忠
義
さ
ん
も
誕
生
し

た
の
だ
。
中
西
部
長
は
開

館
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に

話
し
た
。

　

当
初
は
復

刻
店
の
終
了

す
る
令
和
７

年
10
月
31
日

以
降
に
、
復

刻
店
舗
を
活

用
し
記
念
館

と
し
て
進
め

る
予
定
だ
っ

た
が
、
復
刻

店
の
２
階
が

空
い
て
い
る

こ
と
が
分
か

り
、「
で
は

先
に
作
っ
て

し
ま
お
う
」

と
い
う
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
で
、
も

の
の
２
カ
月

で
デ
ザ
イ
ン
か
ら
内
装
ま

で
仕
上
げ
、
開
館
に
漕
ぎ

着
け
た
の
だ
。
内
装
デ
ザ

イ
ン
等
に
つ
い
て
は
同
業

他
社
の
記
念
館
を
見
学
し

て
参
考
に
し
た
。

　

復
刻
店
を
開
け
る
と
、

創
業
当
時
を
知
る
お
客

が
た
く
さ
ん
来
た
。「
大

将
（
大
倉
忠
司
社
長
）
は

昔
こ
う
だ
っ
た
」「
こ
ん

な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
た
よ

ね
」
と
、
ま
る
で
同
窓
会

の
よ
う
に
思
い
出
話
に
花

が
咲
く
。

　
「
お
客
様
が
私
た
ち
の

歴
史
を
覚
え
て
い
て
く
れ

た
、
そ
の
事
実
に
私
た
ち

の
心
が
強
く
動
か
さ
れ
た

の
で
す
」

　

お
客
が
語
る
創
業
期
の

物
語
や
、
店
と
お
客
と
の

間
に
あ
っ
た
温
か
い
交

流
。
そ
れ
ら
を
単
な
る
思

い
出
話
で
終
わ
ら
せ
る
の

で
は
な
く
、
鳥
貴
族
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
と
し
て
形
に
遺の

こ

し
、

共
有
す
る
場
所
が
必
要
で

は
な
い
か
。
そ
の
熱
い
思

い
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
の
記

念
館
開
設
へ
と
突
き
動
か

し
た
。

　
「
１
階
の
復
刻
店
で
飲

食
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

２
階
で
は
当
社
の
40
年
の

歴
史
・
沿
革
に
触
れ
て
い

た
だ
く
。
記
念
館
を
見
学

さ
れ
た
方
は
、〝
口
〞
が

焼
き
鳥
に
な
っ
て
し
ま
う

ん
で
す
よ
」と
中
西
部
長
。

　

こ
の
記
念
館
に
は
、
大

倉
社
長
の
「
お
客
様
へ
の

感
謝
を
伝
え
た
い
」
と
い

う
創
業
の
原
点
が
詰
ま
っ

て
い
る
。
当
時
を
知
る
お

客
だ
け
で
な
く
、
鳥
貴
族

を
愛
す
る
若
い
世
代
、
さ

ら
に
は
海
外
の
フ
ァ
ン
に

も
そ
の
歴
史
と
理
念
に
触

れ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

　
「
日
本
中
、
世
界
中
か

ら
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
『
聖

地
』
に
し
た
い
」
と
中
西

部
長
は
力
を
込
め
る
。

　

こ
こ
は
単
な
る
展
示
施

設
で
は
な
い
。
焼
き
鳥
の

煙
の
向
こ
う
に
あ
る
、
創

業
者
の
情
熱
と
お
客
と
の

絆
の
物
語
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
発
信
拠
点
な
の
だ
。

（
根
岸
健
太
郎
）

能登再生能登再生へのへの思い思い 鳳龍鳳龍にに込め込め
大阪・関西万博で披露

東大阪市永和1-26-22-2F
（近鉄・JR俊徳道駅から徒歩３分）

営業時間：木曜日~日曜日の限定（15時~19時）
事前予約制、予約はネットのみ

　　　　　「鳥貴族記念館」で検索

鳥貴族記念館

鳥
貴
族
復
刻
店
２
階
に

鳥
貴
族
復
刻
店
２
階
に

鳥
貴
族
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン

鳥
貴
族
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン

鳳龍について説明する表博耀さん

展
示
物
の
前
で
、
中
西
秀
仁
部
長
（
右
）
と
小
山
田
舞

菜
さ
ん 開業当時の１号店を再現した鳥貴族復刻店の２階に鳥貴族記念館がある



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和７年７月１日（火）

し
た
。

　
「
こ
の
会
が
発
足
し
た

の
は
昭
和
25
年
。
長
き
に

わ
た
り
安
全
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
協
力
い
た
だ
き

心
強
い
。
今
、
消
防
力
の

強
化
を
図
っ
て
お
り
、
本

部
の
建
て
替
え
の
検
討
を

進
め
る
な
ど
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
」

　

八
尾
市
消
費
問
題
研
究

会
会
員
と
八
尾
市
お
よ
び

八
尾
市
保
健
所
職
員
に
よ

る
食
品
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル

が
６
月
９
日
に
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
ア
リ
オ
八
尾

店
（
八
尾
市
光
町
２
）
等

で
実
施
さ
れ
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
定
期
的

に
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

特
に
梅
雨
か
ら
夏
の
時
期

は
食
中
毒
リ
ス
ク
を
考
慮

し
、
消
費
者
視
点
で
食
品

の
管
理
状
況
を
徹
底
調
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り

安
全
・
安
心
を
強
化
。

　

そ
の
ほ
か
、
通
路
は
通

り
や
す
い
か
、
物
が
た
く

さ
ん
積
ん
で
あ
り
危
険
は

な
い
か
な
ど
、
会
員
同

士
確
認
し
合
い
な
が
ら

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。

（
植
村
眞
一
）

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
侵
略
戦
争
は
ど

の
よ
う
な
影
を
落
と
す
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
誰
も

分
か
ら
な
い
。

　

向
か
い
の
席
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
興
じ
て
い

る
少
女
を
見
な
が
ら
、
漠
然
と
し
た
不
安
に
胸
が

詰
ま
る
。

　

お
そ
ら
く
、
本
人
も
自
ら
の
心
に
い
か
ば
か
り

の
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
自
覚
で
き
て
い
な

い
は
ず
だ
。
い
や
、
動
物
的
な
本
能
で
そ
の
危
険

を
察
知
し
、
侵
略
戦
争
自
体
か
ら
目
を
背
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
実
の
世
界
に
は
逃
げ
場
が
な
い
。
唯
一
残
さ

れ
た
逃
避
場
所
は
ゲ
ー
ム
の
中
だ
。

　

だ
か
ら
こ
ん
な
に
も
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
至
る
と
こ
ろ
、
あ
の
子
も
こ
の
子
も

ゲ
ー
ム
に
夢
中
だ
。
突
き
詰
め
て
考
え
る
と
、
ゲ

ー
ム
の
中
で
し
か
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

翻
っ
て
日
本
の
光
景
を
思
い
浮
か
べ
る
。
ミ
サ

イ
ル
も
ド
ロ
ー
ン
も

飛
ん
で
こ
な
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
子

ど
も
た
ち
は
ゲ
ー
ム

に
没
頭
し
て
い
る
。

武
力
に
よ
る
戦
争
こ

そ
な
い
が
、
日
本
は

見
え
な
い
武
器
に
よ

っ
て
包
囲
さ
れ
て
お

り
、
感
受
性
の
強
い

子
ど
も
た
ち
は
い
ち

早
く
察
知
し
、
現
実

世
界
か
ら
逃
避
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

向
か
い
で
寝
そ
べ
り
な
が
ら
ゲ
ー
ム
に
の
め
り

込
む
少
女
。
そ
の
横
で
苛
立
ち
な
が
ら
貧
乏
揺
す

り
を
す
る
母
親
。
２
人
の
間
に
は
分
厚
い
壁
が
存

在
す
る
。

　

お
腹
が
空
い
た
の
だ
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

片
手
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
か
ら
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
鷲

掴
み
し
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
で
無
造
作
に
流
し
込
む
。

ホ
ー
ム
レ
ス
で
も
こ
ん
な
に
ひ
ど
い
犬
食
い
は
し

な
い
。

　

こ
ち
ら
の
視
線
に
気
付
い
た
の
だ
ろ
。
母
親
が

厳
し
い
目
付
き
に
な
り
、行
儀
の
悪
い
娘
を
叱
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
反
抗
的
な
態
度
で
よ
り
荒
々

し
く
振
る
舞
う
で
は
な
い
か
。

　

母
親
は
見
る
に
見
か
ね
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
勢
い

よ
く
奪
い
取
る
。
対
抗
し
て
引
っ
張
り
返
し
た
と

き
、ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
が
辺
り
一
面
に
散
ら
ば
っ
た
。

　
「
キ
ャ
」
と
声
を
上
げ
少
女
は
座
席
を
立
ち
、

連
結
部
に
走
り
逃
げ
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
271

ゲームに夢中になる子どもたち

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

1日  八尾市倫理法人会実行委員　加藤優氏「未来に引き継ぐ組織づくり ～代表がいなくても動く仕組みとは～」
8日  八尾市倫理法人会幹事　藤井亮多氏「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと学び　夜から朝派へとシフトチェンジ!!」

大阪北区倫理法人会幹事　川村正隆氏「後継者倫理塾での気付きと学び」
15日  大阪府倫理法人会幹事長　米澤忍氏「喜んで受ける」
22日  
 29日  

京都府倫理法人会会長　安澤輝香氏「幸せに生きる力」
八尾市倫理法人会実行委員　上村健二氏「倫理は実践！」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23457月の予定

3日  大阪鴻池倫理法人会事務長　山岡和樹氏「わがまま」
10日  大阪府倫理法人会副幹事長　松本直樹氏「倫理は内にあるもの。」

  東近江市倫理法人会専任幹事　村山重久氏「IT社長が倫理で得た『学び』と『実践』」17日  
倫理研究所法人スーパーバイザー　大池俊生氏「『生きている活かされている』～苦難福門～」

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09687月の予定

31日  京都府倫理法人会朝礼委員長　室忠一氏「命と絆」
24日

11日  大阪府倫理法人会文教委員長　上西知氏「倫理を学ぶと会社は変わる」
4日  堺市御陵倫理法人会幹事　喜多綾子氏「愛と感謝」

18日  倫理研究所研究員　小池伸悟氏「愛和の傾聴」
東大阪市倫理法人会幹事　安本昂貴氏「倫理と親子」25日  

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46777月の予定

東大阪市倫理法人会副会長　松本学氏「入会してからの自社の変化」

を
知
り
自
覚
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
）、
人
生

の
あ
り
方
（
人
生
を
送

る
場
合
、
自
分
を
ど
の

よ
う
な
存

在
で
あ
る

と
考
え
る
の
か
と
い
う

こ
と
。
こ
こ
で
は
人
間

性
・
心
・
意
識
の
レ
ベ

ル
、
例
え
ば
、
愛
の
あ

る
利
他
的
な
存
在
か
愛

の
な
い
エ
ゴ
的
な
存
在

か
な
ど
が
問
わ
れ
る
こ

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
人

生
と
幸
せ
」
に
つ
い
て

の
話
の
続
き
で
す
。

　

私
た
ち
が
幸
せ
な
人

生
を
送
る
た
め
に
は
、
人

生
の
諸
側
面
を
明
確
に

自
覚
し
、
そ
れ
ら
に
上

手
く
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
人
生
の
諸
側
面

―
。
例
え
ば
、
人
生
の

実
相
（
人
生
は
瞬
間
瞬

間
の
流
れ
の
連
続
で
あ

る
と
い
う
こ
と
）、
人

生
の
法
則
（
人
生
は
与

え
ら
れ
た
環
境
《
縁
起

の
法
》
の

下
で
ど
の

よ
う
に
考
え
行
動
《
因

果
律
》
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
に
関
す
る
法
則

の
こ
と
）、
人
生
の
主

体
（
人
生
の
主
人
公
は

勿も
ち

論ろ
ん

自
分
で
す
が
、
こ

の
場
合「
本
当
の
自
分
」

と
）、
人
生
を
生
き
る

意
味
（
生
き
が
い
や
人

生
の
目
的
の
こ
と
。
た

だ
し
、
人
類
共
通
の
人

生
の
目
的
は
な
く
、
各

人
が
個
別
的
に
そ
れ
を

設
定
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
）、

人
生
の
生
き
方
（
ど
の

よ
う
に
人
生
を
生
き
る

の
か
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
に
は
様
々
な
観
点
の

も
の
が
あ
り
、
例
え

ば
、
自
分
軸
か
他
人
軸

か
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
か
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
か
、
利
他
的

か
利
己
的
か
、
自
己
実

現
か
自
己
完
成
の
ど
ち

ら
を
目
指
す
の
か
）
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
「
人

生
の
実
相
」
に
つ
い
て

は
既
に
説
明
し
た
の

で
、
次
回
か
ら
は
そ
の

他
の
も
の
と
幸
せ
と
の

関
連
に
つ
い
て
１
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

㉖

人
生
と
幸
せ

朝陽は堺東から

爽やか笑顔で

１人ひとりの幸せ願う

あ
さ
ひ

朝陽不動産株式会社
072-224-2345

不動産コンサルティング 不動産管理不動産仲介

営業時間：9：00~17：30
定 休 日：土曜・日曜・祝日
https://asahi.estate/

〒590-0022 堺市堺区中三国ケ丘町1-1-30

笑顔
感謝

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

14:00開演／13:15開場
16:40頃終演予定

八尾が世界に誇る わがまちオペラ かわち歌しばい

会 場 八尾市文化会館プリズムホール大ホール
８月24日㊐
全席指定・税込
Ｓ席 一般6,000円（割引4,800円）
Ａ席 一般5,000円（割引4,000円）
Ｂ席 一般3,000円（割引1,500円）
※割引は障がいのある方とその介添えの方（1名まで）と25歳以下（要証明書）
※当日300円増。 ※就学前のお子さまのご入場はご遠慮ください。

美男におわす八尾地蔵
笑うて、泣いて、これがかわちの人情オペラや

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

秀
島
貴

樹

消
防
設
備
点
検
・
工
事
・
申
請

株
式
会
社
セ
フ
テ
ッ
ク

八
尾
市
志
紀
町
西
４―

89―

１

橋
口　

大

代
表
取
締
役

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
４
８―

９
６
６
０

八
尾
市

社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

荒
井
惠
一

役

員
一
同

喜楽亭喜楽亭喜楽亭喜楽亭
き らく てい

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

八
尾
市
に
誕
生
し
た

寄
席
小
屋

席
亭
・
中
川　

政
雄

名
誉
席
亭
・
里
見
ま
さ
と
（
ザ
・
ぼ
ん
ち
）

八
尾
市
陽
光
園
２―

５―

４

　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
よ
り
徒
歩
３
分)

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
０―

１
６
７
７―

７
５
５
２

八
尾
モ
ー
ル
株
式
会
社

八
尾
市
北
本
町
二
丁
目
二
番

ペ
ン
ト
モ
ー
ル
や
お
三
番
街

電　

話（
〇
七
二
）九
九
六―

一
一
一
五

株
式
会
社
　

ス
ズ
プ
ラ

※
 

土
地
の
測
量
・
設
計

※
 

建
物
・
土
地
の
登
記

※
 

土
地
境
界
に
関
す
る
問
題

※
 

土
地
区
画
整
理
の
計
画

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
区
画
整
理
士

一
級
建
築
士

北

本

良

博

鈴

木

洋

事
務
所　

八
尾
市
本
町
二
丁
目
八
番
二
〇
号

（
大
阪
シ
テ
ィ
信
金
西
側
）

電
話
（
〇
七
二
）
九
九
三―

七
八
八
〇
番

株
式
会
社  
三
栄
建
設

〝
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に…

　

  

新
し
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
描
き
ま
す
〞

大
阪
府
八
尾
市
西
弓
削
３
丁
目
１
番
地

〒
581-
0035

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
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５
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０
０（
代
表
）

Ｆ
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４
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５
７
６
５

大
阪
府
柏
原
市
本
郷
５
丁
目
926
番
地
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〒
582-
0001

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
７
１―

６
５
６
２（
代
表
）

支
店　

大
阪
支
店
・
藤
井
寺
支
店

本
店

本
社

会　
　

頭 

山

口

孝

満

副  

会  

頭 

古

橋

健

士

副  

会  

頭 

𠮷

川

博

之

副  

会  

頭 

中

許

忠

和

副  

会  

頭 

梶

田

安

彦

専
務
理
事 

名

本

勝

彦

八
尾
商
工
会
議
所

人と地球にやさしく…人と地球にやさしく…

独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー独自のリファインテクノロジー

大 阪 府 八 尾 市 老 原 4 -170
TEL.072-949-4121㈹  FAX.072-949-9124
https://www.hokoku-corp.co.jp

ヒマシ油の総合メーカー
豊国製油株式会社
HOKOKU  CORPORATION

不
易
糊
工
業 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

　梶
田
安
彦

代
表
取
締
役
社
長

　鈴
木
勝
也

金
星
鋲
螺
株
式
会
社

き
ん

せ
い

び
ょ
う

ら

代
表
取
締
役
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長

肘

井
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祐
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医療法人  幸晴会　中谷クリニック

医療法人運営の「サービス付高齢者向け住宅」
ジ・アール（慈亜留）中　田
ジ・アール（慈亜留）中田2号館
ジ・アール（慈亜留）八尾木

ジ・アール（慈亜留）北木の本

TEL

ジジ・・アアーールル（慈亜留）旭旭ヶ丘ヶ丘
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オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
の
こ
と
な
ら

有
限
会
社 

木
須
商
店

電
熱
工
業
株
式
会
社

各
種
工
業
用
電
熱
機
器
製
造
販
売

大
阪
府
八
尾
市
老
原
九
丁
目
一
三
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ （
〇
七
二
）
九
九
三―

二
五
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
七
二
）
九
九
四―

四
三
五
七

石
津
寿
朗

代
表
取
締
役

〒
581-
0092

株
式
会
社
西
村
機
械
製
作
所

米
粉
の
こ
と
な
ら

八
尾
市
松
山
町
２―

６―

９

西
村
元
樹

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
９
１―

２
４
６
１

イ

ベ
ン
ト
情
報

温
度
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

梅
雨
か
ら
夏
の
時
期

食
品
衛
生

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化

　

八
尾
南
産
業

ク
ラ
ブ
の
第
50

回
総
会
お
よ
び

記
念
懇
親
会

が
、
６
月
13
日

に
都
シ
テ
ィ
大

阪
天
王
寺
（
大

阪
市
阿
倍
野
区

松
崎
町
１
）
で

開
か
れ
た
。

　

西
村
文
冶
会

長
（
71
）
＝
写

真
＝
は
、
米
や
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
物
価
高
な
ど
で
上
半

期
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
75
年
、

１
０
０
年
を
め
ざ
し
て
努

め
て
い
き
た
い
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
八
尾
商
工
会
議

所
山
口
孝
満
会
頭
が
次
の

よ
う
な
祝
辞
を
寄
せ
た
。

　
「
50
年
と
い
う
歩
み
の

な
か
で
様
々
な
事
業
展
開

で
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
歴
代
の
会

長
、
役
員
、
会
員
の
皆
様

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。
八
尾
商
工
会
議
所
は

地
域
産
業
の
維
持
・
発
展

の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま

す
。
経
営
改
善
と
稼
ぐ
力

を
テ
ー
マ
に
支
援
が
必
要

な
事
業
に
対
し
、
経
営
指

導
員
と
専
門
家
に
よ
る
相

談
対
応
を
は
じ
め
各
種
事

業
に
よ
り
市
内
企
業
の
経

営
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

大
松
桂
右
八
尾
市
長
は

挨
拶
で
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。

　
「
八
尾
の
素
晴
ら
し
い

企
業
を
全
国
、
世
界
に
発

信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
大
阪
・
関
西
万
博
会

場
で
９
月
16
日
か
ら
１
週

間
八
尾
の
モ
ノ
づ
く
り
を

中
心
と
し
た
数
社
の
企
業

が
出
展
し
ま
す
」

　

竹
田
孝
吏
八
尾
市
議
会

議
長
は
「
八
尾
南
は
モ
ノ

づ
く
り
の
集
積
地
で
す
。

万
博
で
モ
ノ
、
技
術
、
ヒ

ト
が
大
阪
に
集
ま
っ
て
い

る
今
、
八
尾
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
」
と
加
え
た
。

八
尾
南
産
業
ク
ラ
ブ

第第
5050
回回 

総
会
・
記
念
懇
親
会

総
会
・
記
念
懇
親
会

１
０
０
年
を
め
ざ
し
て

１
０
０
年
を
め
ざ
し
て

　

令
和
７
年
度
八
尾
交
通

安
全
協
会
の
定
期
総
会
お

よ
び
懇
親
会
が
６
月
11
日

に
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ

ス
ミ
ア
大
阪
（
大
阪
市
浪

速
区
湊
町
１
）
で
開
か
れ

た
。
定
期
総
会
で
、
渡
邊

弘
子
会
長
＝
写
真
＝
が
続

投
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
大
松
桂

右
八
尾
市
長
、
渡
名
喜
孝

八
尾
警
察
署
長
が
挨
拶

し
、
八
尾
の
交
通
安
全

に
尽
力
す
る
同
協
会
に

感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

竹
田
孝
吏
八
尾
市
議

会
議
長
の
乾
杯
の
挨
拶

で
、
和
や
か
な
交
流
の

時
間
が
ス
タ
ー
ト
。
約

60
人
の
参
加
者
は
懇
親

を
深
め
な
が
ら
交
通
安

全
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
。

　

八
尾
火
災
予
防
協
会
の

総
会
と
懇
親
会
が
６
月
６

日
に
シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ

ル
大
阪
（
大
阪
市
天
王
寺

区
上
本
町
６
）
で
開
か
れ

た
。

　

森
嶋
勲
会
長
（
62
）
＝

写
真
＝
は
挨
拶
で
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
「
年
に
１
回
の
総
会
は

震
災
が
起
こ
っ
た
と
き
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え

る
機
会
。
自
社
で
は
避
難

訓
練
や
災
害
図
上
訓
練
を

し
、
災
害
が
起
こ
っ
た
後

１
週
間
、
１
カ
月
、
３
カ

月
と
ど
の
よ
う
に
事
業
再

開
が
で
き
る
か
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い

る
。
当
協
会
に
入
っ
て
よ

か
っ
た
、
八
尾
に
こ
の
協

会
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
活
動

を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
」

　

ま
た
来
賓
挨
拶
で

は
、
大
松
桂
右
八
尾
市
長

（
55
）
が
次
の
よ
う
に
話

八尾交通安全協会
定期総会・懇親会定期総会・懇親会

八尾の交通安全に尽力

令和７年度

震
災
震
災
がが
起起
こ
っ
た
と
き

こ
っ
た
と
き

ど
う
す
れ
ば
い
い
か

ど
う
す
れ
ば
い
い
か

八
尾
火
災
予
防
協
会
総
会
・
懇
親
会


